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平成18年7月豪雨
承知川中流部や湖岸の広範囲で浸水被害発生

令和3年8月豪雨
土砂災害により国道142号が不通
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■都市計画図

パネル展の目的 下諏訪町のこれまでのまちづくり
■下諏訪町のあゆみ

下諏訪町策定中！策定中！策定中！策定中！「立地適正化計画」「立地適正化計画」「立地適正化計画」「立地適正化計画」

「下諏訪総合文化センター」「下諏訪総合文化センター」

所蔵：宮下実之助

所蔵：みらい

所蔵：金子ねこ

出典：町勢要覧

所蔵：下諏訪町立諏訪湖博物館・赤彦記念館

出典：下諏訪町史、町勢要覧（2018 年）から抜粋
写真引用：みんなでつくる下諏訪町デジタルアルバム

　現在、町では令和６年度末を目途に、新た

なまちづくりの計画である「下諏訪町　立地

適正化計画」の策定を進めています。

　本パネルは、本町が取り組んでいる協働の

まちづくりの一環として、現在策定を進めて

いる「立地適正化計画」に関する情報を、町

民の皆様にお知らせすることを目的としてい

ます。

　計画策定に対して、ご意見・ご感想等をお

寄せ頂ければ幸いです。

https://d-commons.net/shimosuwa/

「下諏訪町明細全図」「下諏訪町明細全図」

「春宮鳥居前の並木」「春宮鳥居前の並木」

「石投げ場から見た諏訪湖」「石投げ場から見た諏訪湖」

「室戸台風の被害に遭った下諏訪共同倉庫」「室戸台風の被害に遭った下諏訪共同倉庫」

出典：下諏訪町都市計画マスタープラン

「下諏訪町空中写真」「下諏訪町空中写真」

「赤砂崎公園」「赤砂崎公園」 「立町通り」「立町通り」

ご意見・ご感想は備え付け

の用紙にご記入いただき回

収箱へ投函してください

書いてみようかな！



年齢別でみると…
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30年で… 15-64歳人口
ほぼ半減

人口減少による地域活力低下

今後のまちづくりの方向性（案）

災害リスク市街地における低未利用土地、空家の増加

下諏訪町のまちづくりの現状と課題

■想定される災害リスク（R3）

持続性あるまちづくりを進めていくためには、以下のような課題に対応していくことが必要です

　下諏訪町の総人口は昭和45（1970）年をピークに、

一貫して減少を続けており、このままの減少が続くと令

和2年からの30年間で人口が38％減少、年齢別に見る

と15～64歳の生産年齢人口が、ほぼ半減することが

見込まれています。

　人口減少に伴い市街地においても低未利用地が多く

見られます。空家実態調査によれば、町内の推定空家件

数は増加傾向にあります。

　市街地が諏訪湖・砥川などの水域と背後の山地に囲

まれており、土砂災害や水害のリスクがあります。中心

市街地は木造建築物が密集しており、地震火災等によ

る延焼が懸念されます。

誰もが安心して
暮らし続けられる居住

環境の形成 

居住誘導

まちの資源を活かし、
地域活力と交流を育む

都市機能の誘導

都市機能誘導

生活と交流を支える
持続可能な地域公共

交通の実現

公共交通

出典：下諏訪町　立地適正化計画（中間報告書）

出典：くぐると下諏訪

「しもすわ産業まつり」「しもすわ産業まつり」

出典：国勢調査、社人研人口推計（令和５年推計）

出典：「下諏訪町空家等対策計画（第２期）」（R6.4）



生活サービス機能と居住を集約・
誘導し、人口を集積

まちづくりと連携した公共交通
ネットワークの再構築

市街地の拡散・人口減少

コンパクトシティ　＋　ネットワーク

低密度な市街地の拡散 公共交通の利用者の減少

公共交通事業者の経営悪化

公共交通サービス水準の低下
福祉・医療・商業等の都市機能が
維持されなくなるおそれ

※イメージ図

低密度に拡散した市街地

低密度に拡散した
市街地

マイカーが主要な移動手段

公共交通
空白地域
公共交通
空白地域

公共交通
空白地域
公共交通
空白地域

拠点エリア

いずれのバス路線も低頻度
の運行回数

拠点間を結ぶ交通サービスを充実

拠点間を結ぶ交通
サービスを充実

拠点エリアへの医療・福祉・
商業等の都市機能の誘導

拠点エリアへの医療・
福祉・商業等の都市
機能の誘導

公共交通沿線への
居住の誘導

歩行空間や自転車利
用環境の整備

デマンド型乗合
タクシー等の導入

乗換拠点の整備

コミュニティバス等
によるフィーダー

（支線）輸送

拠点エリアにおける
循環型の公共交通
ネットワークの形成

立地適正化計画 好循環を実現連携 ⇒
地域公共交通計画

用途地域
都市機能誘導区域
医療・福祉・商業施設等立地促進

居住誘導区域
居住を誘導し人口密度を維持

立地適正化計画区域
（都市計画区域）

拠点エリアへの都市機能誘導

デマンド型
乗合タクシー
デマンド型
乗合タクシー

循環型公共交通
ネットワーク
循環型公共交通
ネットワーク

歩行空間や自転車利用環境の整備

乗換拠点の整備乗換拠点の整備

拠点を結ぶ
交通サービス
拠点を結ぶ
交通サービス

拠点を結ぶ交通サービス

※イメージ図

コミュニティバス等の支線輸送コミュニティバス等の支線輸送

公共交通沿線への
居住の誘導

中
心
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今後の策定の流れ
まちづくりの課題を踏まえ、今後以下の流れで計画

策定を進めていきます。なお、素案がまとまり次第、次

回のパネル展を実施する予定です。

まちづくり方針の検討

課題解決のための施策・誘導方針

誘導施策の検討

計画素案の作成

都市計画審議会の意見聴取

計画公表

パブリックコメントの実施

目標値・達成評価手法の検討

誘導区域・誘導施設の検討　⇔　防災指針の検討

都市の持続可能性が確保  ／  持続安定的な公共交通事業の確立

下諏訪町都市計画マスタープラン

【上位計画】
下諏訪町総合計画（「第２期未来を創る総合戦略」を含む）
都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（下諏訪都市計画）

【関連計画】
　公共施設総合管理計画、高齢者福祉計画、地域防災計画、
　国土強靭化地域計画、観光振興計画　等

即する

連　携
下諏訪町　立地適正化計画

立地適正化計画の位置づけ「立地適正化計画」とは

お問い合わせ先は…　下諏訪町 建設水道課 都市整備係　電話：0266-27-1111（内線243）  Eメール：tokei@town.shimosuwa.lg.jp

立地適正化計画で定める事項
■誘導区域

■防災指針

■誘導施策

　立地適正化計画は、人口減少のなかにあっても居住

誘導により市街地の密度を維持し、拠点に都市機能を

集約誘導し持続性を保ちながら、拠点と都市内各地域

を公共交通で結ぶ「コンパクト・プラス・ネットワークの

まちづくり」を目指す計画です。立地適正化計画により

コンパクトなまちづくりを推進していくことで、持続可

能な都市運営や生活利便性の維持・向上、地域経済の

活性化を図っていきます。

　人口や都市機能を誘導する誘導区域を設定します。

　災害リスクなどの課題を抽出するとともに、都市の防

災に関する機能を確保するための方針を策定します。あ

わせて、この方針に基づく具体的な取組を位置づけるこ

とにより、居住誘導区域における防災・減災対策の充実

に努めます。

　都市や市街地が抱える課題を解決するための具体的

な施策を位置づけます。国等が行う施策、国の支援を受

けて市町村が行う施策、市町村が独自に講じる施策が

あります。

詳細はこちらのQRコードから

誘導区域は、居住や立地を“規制”

　するものではなく、緩やかに“誘導”するものです

是
非ご覧ください




